
回線計画支援システム 

変化する国際通信のトラフィック需要を的確に把握・分析・予測し、迅速に国際通信ネット

ワークに反映させるため、回線計画支援システムを1991年（平成３）に開発した。さらに、

トラフィック需要に応じたネットワークを設計する伝送路網計画支援システム「STREA M」

を開発した。STREAMを用いることにより通信設備や回線を増やす計画が簡単に策定でき

るようになり、商用回線の計画策定に利用された。作業用端末としては操作性の優れたマッ

キントッシュが採用され、高速の計算処理には UNIX マシンを導入、相互に接続されてい

る。のちに機械を拡張してATM網の設計ツール「APOC」が開発された。 
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